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小
学
校
食
育
事
業

小
学
校
食
育
事
業
子
ど
も
農
業
体
験
事
業

子
ど
も
農
業
体
験
事
業

青年部

10
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町

　

10
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年
部
（
山

口
寿
斗
部
長
）
で
は
、
大
樹
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
横
広
場
に
お
い
て
、
認

定
こ
ど
も
園
た
い
き
、
尾
田
認
定
こ
ど

も
園
の
園
児
を
対
象
に
農
業
体
験
事
業

を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
農
業
・
食
料
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
っ

て
お
り
、
今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
。

　

当
日
は
部
員
９
名
が
参
加
し
、
山
口

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
バ
タ
ー
作

り
を
行
な
っ
た
。

　

園
児
た
ち
は
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を

入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち
、
元
気

に
走
り
回
り
な
が
ら
一
生
懸
命
振
っ
て

い
た
。
途
中
に
は
疲
れ
た
様
子
も
見
ら

れ
た
が
、
バ
タ
ー
が
出
来
て
く
る
と
楽

嬉
し
そ
う
に
自
慢
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
目
の
際
に
飲
食
店
へ

販
売
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
売
上
代
を
使

い
児
童
た
ち
へ
文
房
具
を
贈
呈
し
た
。

　

収
穫
作
業
終
了
後
に
は
、
体
育
館
へ

移
動
し
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
調
理
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ニ
ョ
ッ
キ
、
枝
豆
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
試
食
し
た
。

児
童
た
ち
は
給
食
前
で
あ
っ
た
が
、
自

分
た
ち
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ
て
「
お
い
し
い
�
」

と
満
足
げ
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
食
育
事
業
で
あ

っ
た
が
予
定
ど
お
り
全
て
の
作
物
を
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

食
育
事
業
を
通
し
て
「
食
」
と
「
農
」

の
大
切
さ
や
農
業
の
魅
力
を
伝
え
未
来

に
繋
が
る
活
動
と
し
て
今
年
度
の
食
育

事
業
を
終
了
し
た
。

し
そ
う
に
「
で
き
た
�
」
と
み
ん
な
で

見
せ
合
っ
て
い
た
。

　

バ
タ
ー
作
り
の
後
に
は
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
紙
芝
居
・
模
擬
搾
乳
体

験
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
体
験
を
行
な

っ
た
。

　

紙
芝
居
で
は
、
牛
乳
か
ら
出
来
る
様
々

な
乳
製
品
の
紹
介
や
乳
製
品
が
で
き
る

ま
で
の
工
程
を
園
児
た
ち
は
楽
し
く
聞

い
て
い
た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
体
験
や

模
擬
搾
乳
体
験
で
は
、
普
段
あ
ま
り
関

わ
る
こ
と
の
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
や
牛
の

模
型
に
興
味
津
々
な
様
子
で
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
試
乗
・
搾
乳
体
験
を
し
て
い

た
。

　

最
後
に
、
記
念
撮
影
を
し
て
園
児
た

ち
に
お
土
産
を
手
渡
し
終
了
し
た
。

青
年
部
（
山
口
寿
斗
部
長
）
で
は
、
大

樹
小
学
校
農
園
場
に
お
い
て
部
員
４
名

が
参
加
の
も
と
、
第
４
回
目
と
な
る
食

育
事
業
を
行
な
っ
た
。

　

初
め
に
山
口
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

大
豆
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ

し
の
収
穫
が
行
わ
れ
た
。
大
豆
は
３
種

類
作
付
け
し
て
お
り
、
種
類
に
よ
る
色

の
違
い
に
児
童
た
ち
は
驚
い
て
い
た
。

　

そ
の
あ
と
、
初
め
て
作
付
け
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
な
っ
た
。
今
年

度
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

実
な
り
も
良
く
多
く
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が

児
童
の
手
で
収
穫
さ
れ
た
。
収
穫
作
業

中
、児
童
た
ち
は
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を

見
つ
け
る
と
周
り
の
友
達
に
「
見
て
�

す
ご
い
大
き
い
の
取
れ
た
�
」
な
ど
と

山口部長のあいさつ山口部長のあいさつ

頑張ってペットボトルを振る子どもたち頑張ってペットボトルを振る子どもたち

農業体験のようす農業体験のようす

⬆⬆サツマイモの収穫のようすサツマイモの収穫のようす

⬆⬆体育館で試食体育館で試食��

ポップコーンのポップコーンの

⬆⬆

収穫のようす　　収穫のようす　　
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女性部

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）
エ
ル

ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
10
月
18
日
晩
成
温
泉

に
お
い
て
、
11
名
が
参
加
の
も
と
日
帰
り

で
観
楓
会
を
行
な
っ
た
。

　

バ
ス
の
車
窓
か
ら
は
少
し
ず
つ

色
づ
き
始
め
た
木
々
を
眺
め
、
牧

草
地
で
羽
を
休
め
る
鶴
な
ど
を
鑑

賞
し
な
が
ら
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。

　

貸
し
切
り
の
部
屋
で
、
お
互
い

近
況
を
報
告
し
な
が
ら
お
弁
当
を

堪
能
し
た
後
は
、
食
堂
の
販
売
機

で
各
自
コ
ー
ヒ
ー
や
ソ
フ
ト
ク
リ

風呂上がりのソフトクリーム風呂上がりのソフトクリーム

満喫した笑顔で記念撮影満喫した笑顔で記念撮影

～
晩
成
温
泉
で
の
ん
び
り
～

ー
ム
を
購
入
し
味
わ
っ
た
。
参
加
者
は
「
風

呂
上
が
り
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
美
味
し
い
」

と
満
喫
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
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令
和
６
年
度

内
定
者

内
定
者

採用職員内定式・本採用辞令交付式採用職員内定式・本採用辞令交付式

挨拶をする西川組合長挨拶をする西川組合長

　

10
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
大
会
議
室
に
お

い
て
採
用
職
員
内
定
式
・
本
採
用
職
員
辞
令

交
付
式
を
行
な
っ
た
。

　

当
日
は
内
定
者
５
名
、
辞
令
交
付
者
４
名
、

関
係
職
員
12
名
が
出
席
し
た
。

　

辞
令
交
付
後
、
内
定
者
は
来
年
の
入
組
に

向
け
て
の
抱
負
を
語
り
、
参
加
し
た
現
職
員

か
ら
は
内
定
者
に
向
け
て
業
務
に
係
る
ア
ド

バ
イ
ス
が
送
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
部
長
か
ら
は
業
務
内
容
の
説

明
を
し
、
入
組
に
向
け
て
激
励
と
太
田
専
務

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
に
て
式
典
は
終
了
し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
に
は
昼
食
を
と
り
な
が
ら

懇
親
会
を
行
い
、
会
話
を
し
な
が
ら
親
睦
を

深
め
た
。

加　

藤　

琴　

絵

宮　

田　

優　

作

杉　

山　

太　

洋

宮　

崎　

来　

夢

大　

林　
　
　

廉

本
採
用
職
員

本
採
用
職
員

宇　

佐　

悠　

希

松　

井　

恵　

利

長　

沼　

美
奈
子

尾　

崎　

楓　

蓮



農
産
物
収
穫
状
況

農
産
物
収
穫
状
況
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事業部事業部
�３課合同展示会の開催！�３課合同展示会の開催！

廃プラスチック・産業廃棄物廃プラスチック・産業廃棄物
集中回収の実施集中回収の実施

　９月27日、下大樹の農業倉庫前において、

農業用廃プラスチック・産業廃棄物集中回収が

行われた。

　回収は、年３回実施され、今回が３回目の回

収となる。

　当日は、農業用廃プラスチックが52,490㎏、

産業廃棄物は18,350㎏となり合計70,840㎏

の回収実績となった。

　次回の回収は来年の４月を予定しており、廃

プラスチックのみの回収となる。

　10月20日、ＪＡ事業部（生産資材課・燃料課・
農機車両課）の「３課合同展示会」を別館事務所
にて開催した。
　当日は自動車の展示や農薬相談コーナー、生産
資材品やタイヤ、ドライブレコーダーの販売が行
われた。
　また、酪農畜産課による乳製品消費拡大の一環
として牛乳の無料配布や経営相談課による「ＪＡ
マイカーローンなどの相談ブース」も設置された。
　当日は天候に恵まれず、雨での開催であったが、
お昼には例年通りインデアンカレーの無料配布も
行い、来場者で賑わいを見せていた。

豆
　
類

　

今
年
の
豆
類
は
、
生
育
期
の
異
常
気

象
に
よ
る
影
響
も
あ
り
小
豆
に
お
い
て

は
、
後
半
に
着
莢
（
ち
ゃ
っ
き
ょ
う
）

し
た
完
熟
で
き
な
い
莢
（
さ
や
）
が
多

く
発
生
し
、
こ
れ
が
品
質
低
下
・
減
収

要
因
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
施
設
受
入
開
始
か
ら
原

料
に
青
莢
が
多
く
混
入
し
、
例
年
に
な

い
腐
敗
・
カ
ビ
が
多
く
対
策
に
時
間
を

要
し
て
い
る
。

　

雑
穀
相
場
は
全
道
不
作
の
影
響
で
、

小
豆
２
４
，０
０
０
円
、
手
亡
２
６
，０

０
０
円
と
安
定
し
、
在
庫
状
況
な
ど
か

ら
６
年
産
作
付
に
つ
い
て
も
期
待
で
き

る
相
場
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

�

営
農
部　

農
産
課
課
長
補
佐　

�

高
橋　

将
史

デ
ン
ト
コ
ー
ン

　

本
年
は
、
日
照
時
間
が
長
く
、
積
算

温
度
が
例
年
に
比
べ
早
く
到
達
し
た
影

響
に
よ
り
良
好
な
生
育
を
示
し
、
台
風

等
に
よ
る
倒
伏
被
害
も
無
く
収
量
に
つ

い
て
は
平
年
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

降
水
量
は
少
な
い
干
ば
つ
年
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
一
部
圃
場
で
は
根
腐
れ

病
や
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。

　

熟
期
に
関
し
て
は
、
播
種
時
期
や
地

域
に
よ
る
差
は
少
な
く
、
硝
酸
態
窒
素

は
総
じ
て
低
値
と
な
り
、
完
熟
を
迎
え

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

営
農
部　

酪
農
畜
産
課　

�

打
田　

凌
一
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北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会

北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会（
乳
用
牛
の
部
）

（
乳
用
牛
の
部
）

第18回第18回
　

９
月
23
、
24
日
の
２
日
間
に
お

い
て
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
場
で
第
18
回
北
海
道

総
合
畜
産
共
進
会
（
乳
用
牛
部
門
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　

年
金
友
の
会
（
川
原
和
夫
会
長
）

で
は
、
10
月
10
日
か
ら
13
日
の
３

泊
４
日
の
日
程
で
道
外
旅
行
を
開

催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
関
係
者
含
め
29
名
が
参
加

し
た
。

　

初
日
、
羽
田
空
港
到
着
後
、
箱

根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
観
覧
船
に
乗

ラ
ス
に
て
木
村
博
文
牧
場
（
振
別

農
事
組
合
）
所
有
の
ロ
ー
ヤ
ル
ラ

ン
ド　

メ
タ
リ
カ　

ロ
ビ
ン
が
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ

た
。

　

全
道
よ
り
３

６
８
頭
（
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
３
４

１
頭
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
27
頭
）
が

出
場
し
、
ア
メ

リ
カ
で
酪
農
を

営
ん
で
い
る
パ

ッ
ト
・
コ
ン
ロ

イ
氏
と
北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン

農
協
審
査
部
長

田
中　

道
広
氏

の
２
名
を
審
査

員
に
体
格
や
資

質
を
競
っ
た
。

　

大
樹
町
か
ら

は
第
17
部
ジ
ャ

ー
ジ
ー
種
未
経

産
ジ
ュ
ニ
ア
ク

木
村
博
文
牧
場
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
�

富士山５合目にて記念撮影富士山５合目にて記念撮影

迫力のある新国立競技場迫力のある新国立競技場 会話を楽しむ参加者たち会話を楽しむ参加者たち

年
金
友
の
会

道
外
旅
行

～
４
年
ぶ
り
の
開
催
～

～
４
年
ぶ
り
の
開
催
～

夜
景
と
夕
食
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
終
日
、
葛
飾
柴
又
に
て
「
寅

さ
ん
記
念
館
」
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が

行
わ
れ
た
新
国
立
競
技
場
を
見
学

し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
は
会
話
も
弾
み

笑
顔
も
見
ら
れ
と
て
も
楽
し
い
旅

行
と
な
っ
た
。

り
見
晴
ら
し
の
よ
い
景

色
を
堪
能
し
箱
根
温
泉

に
て
旅
の
疲
れ
を
癒
し

た
。

　

11
日
、
12
日
に
は
車

で
行
け
る
最
高
地
点
で

あ
る
富
士
山
５
合
目
に

て
お
昼
を
食
べ
、「
天

城
越
え
」
で
有
名
な
浄

蓮
の
滝
を
散
策
。
長
谷

寺
・
高
徳
院
に
て
鎌
倉

大
仏
を
拝
み
鶴
岡
八
幡

宮
・
小
町
通
り
を
散
策

し
た
。
夜
に
は
隅
田
川

の
屋
形
船
に
乗
船
し
、
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農協法交付記念日にあたっての農協法交付記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長

樽井 　功

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農

協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今
年
で
76
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の

協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業
生
産
力
の

増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の

向
上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の

組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自

主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状

況
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生

活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け

は
本
年
５
月
よ
り
５
類
に
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

各
農
畜
産
物
の
消
費
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
国
際
紛
争
や
急
激
な
円
安
の

進
行
に
よ
る
飼
料
・
肥
料
を
は
じ
め
と
し
た
生

産
資
材
の
高
止
ま
り
が
、
農
業
経
営
に
与
え
る

影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
国
際
紛
争
に
よ
っ
て
、
世
界
の

食
料
需
給
事
情
が
一
変
し
ま
し
た
。
輸
出
制
限

を
行
い
、
自
国
の
食
料
を
確
保
す
る
各
国
の
動

き
が
活
発
化
し
、
世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
る

食
料
不
足
問
題
な
ど
食
料
争
奪
合
戦
が
す
で
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
食
料
を
安
定
的

に
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
今
こ
そ
大
い
に
食
料

安
全
保
障
の
国
民
的
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
日
本
の
食
料
基

地
で
あ
る
と
い
う
使
命
感
に
立
ち
、
食
料
の
安

定
生
産
・
安
定
供
給
と
農
畜
産
物
の
需
要
拡
大

を
両
輪
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
国
民
の
命
の
源
で
あ
る
食
を
守
り

続
け
る
に
も
、
ま
さ
に
新
し
い
農
業
を
築
き
、

未
来
の
世
代
へ
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
が
必

要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の
国

で
生
産
す
る
「
国
消
国
産
」
と
い
う
考
え
方
は
、

消
費
者
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
大
切
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
１
９
４
５
年
に
国
連
食
糧
農
業
機

関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
発
足
し
た
日
、
さ
ら
に
１
９

８
１
年
に
国
連
が
「
世
界
食
料
デ
ー
」
に
定
め

た
日
で
あ
る
10
月
16
日
を
、「
国
消
国
産
の
日
」

と
し
て
制
定
し
、
令
和
3
年
に
日
本
記
念
日
協

会
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
の
国
消
国
産
の
周
知
、
さ
ら
に

は
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
確
認
さ
れ
た
５
５
０
万

人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
く
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
体
と
な
っ
て
「
ア
グ

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」
と
題
し
た
統
一
し
た

取
組
み
を
し
っ
か
り
と
実
践
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠

り
所
と
し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展

に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

１１  

乾乾
物物
摂摂
取取
量量
はは
十十
分分
でで
すす
かか
？？ 

牛
の
高
い
健
康
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

安
定
し
た
出
荷
乳
量
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
牛
に
も
り
も
り
エ
サ
を
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
牛
の
直
近
２
～

６
時
間
の
乾
物
摂
取
量
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
を
表

す
指
標
と
し
て
ル
ー
メ
ン
の
張
り
を
評

価
す
る
ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル
ス
コ
ア
（
Ｒ
Ｆ

Ｓ
）
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
ス
コ
ア
が
２
以
下
と
採
食
量

が
少
な
い
牛
が
散
見
さ
れ
る
農
場
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。 

採
食
量
が
不
足
す
る
と
、
無
脂
固
形
分

率
の
低
下
や
、
体
脂
肪
の
分
解
に
よ
る
肝

機
能
低
下
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

改
善
に
は
原
因
の
特
定
が
必
要
で
す
。 

Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
評
価
方
法
は
、
牛
の
左
側
の 

腰
椎
横
突
起
下
部
と
腰
角
と
ろ
っ
骨
の

間
の
三
角
形
の
ル
ー
メ
ン
窩
の
張
り
具

合
で
評
価
し
ま
す
（
写
真
１
・
２
）。
同

じ
牛
で
も
評
価
す
る
時
間
帯
で
ス
コ
ア

は
変
動
し
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
確
認
す

る
場
合
は
同
じ
時
間
帯
に
確
認
し
ま
す
。 

    

２２  

乾乾
物物
摂摂
取取
量量
とと
飼飼
槽槽
のの
関関
係係  

採
食
量
が
不
足
す
る
農
場
で
よ
く
見

ら
れ
る
の
は
牛
の
首
に
コ
ブ
が
目
立
つ

場
合
で
す
。
こ
の
よ
う
な
農
場
で
は
、
ま

せ
ん
棒
や
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
取
付

位
置
を
修
正
す
る
こ
と
で
採
食
量
を
増

や
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

図
２
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
の

ま
せ
ん
棒
と
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
推

奨
サ
イ
ズ
（
成
牛
）
で
す
。 

ま
せ
ん
棒
の
場
合
、

突
出
幅
（
図
２
①
）
が

推
奨
値
よ
り
も
短

く
、
餌
押
し
が
不
足

し
て
い
る
と
、
牛
の

首
に
コ
ブ
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
突
出
幅
が
長

く
、
飼
槽
隔
壁
（
図
２

②
）
が
推
奨
値
よ
り

も
低
い
場
合
は
牛
が

飼
槽
側
に
飛
び
出
し

や
す
く
な
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
突

出
幅
を
３
０
～
３
５

ｃ
ｍ
に
し
た
い
場
合

は
、
飼
槽
隔
壁
の
高

さ
を
５
５
～
５
８
ｃ

ｍ
と
や
や
高
め
に
し

ま
す
。
ま
た
、
通
路
と

飼
槽
の
高
低
差
（
図

２
③
）
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
餌
が

給
餌
通
路
側
へ
と
遠
く
飛
ば
さ
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
、
餌
押
し
の
必
要
回
数

が
増
加
し
ま
す
。 

飼
槽
構
造
が
今
よ
り
も
推
奨
値
に
近

づ
け
れ
ば
、
採
食
可
能
範
囲
は
広
が
り
、

餌
押
し
の
必
要
回
数
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
農
場
の
省
力
化
と
乾
物
摂
取
量
の
向

上
を
目
的
に
、
今
一
度
、
飼
槽
周
辺
の
サ

イ
ズ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

図１ 十勝南部のある農場のＲＦＳ 
（一般的なスコアは、泌乳初期～中期で３、

泌乳後期～乾乳牛で４）                  

乾乾

物物

摂摂

取取

量量

とと

飼飼

槽槽

のの

関関

係係  

写真１ ＲＦＳ２（採食量は不足気味）                  写真２ ＲＦＳ４（採食量は多め）                  

図２ フリーストール牛舎の飼槽構造の推奨値（成牛） 
（MWPS-7、酪農試験場（2007）より推奨値を引用）                

ルルーーメメンン窩窩（（かか））  

まませせんん棒棒  

（（単単位位 cm））  

②50 

～55 飼槽 

飼槽 

隔壁 

20以下 

120～130 

①20～30 

③5～10 

100～120 

連連動動ススタタンンチチョョンン  

（（単単位位 cm））  

40～45 
飼槽

（支点は牛の肩端 

 より5～10高く 

 なるように） 

 100～110程度 

1155～～2200 

20以下 100～120 
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
９
回 

10
／
25

★
報
告
事
項

１　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

２　

令
和
４
年
産
種
馬
鈴
し
ょ
の

精
算
に
つ
い
て

３　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

第
４
回
全
体
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

４　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

５　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

６　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
５
年
度
大
樹
町
乳

質
改
善
事
業
反
則
金
の
使
途

に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

令
和
５
年
産
種
馬
鈴
し

ょ
共
計
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
５
年
産
共
計
大
豆

の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

令
和
５
年
産
原
料
て
ん

菜
の
概
算
払
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
等
お
よ
び
反
社
会
的
勢

力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
基

本
方
針
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

�

協
議
・
承
認

第
６
号　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
５
年
度
営
農
の
取
組

み
の
検
証
に
つ
い
て

�

協
議

お
詫
び

　

11
月
号
３
ペ
ー
ジ

　

外
国
人
技
能
実
習
生
日
本
語
教

室
に
て
代
表
が
米
山
博
子
代
表
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
杉
山
絵
理
代
表
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

営
農
部　

農
産
課

河
野

　
風
花

�

10
月
31
日
付

退
職
者
の
お
知
ら
せ
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10,134

9,765

9,495
9,596

9,211

9,952

9,690

9,263

8,946

9,193

9,374

8,988

9,328 9,315

8,400

9,496

9,707

9,376

9,733

令和５年度10月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2022年度）

生産乳量（2023年度）

561,909561,909
535,217535,217

421,025421,025

496,864496,864

436,150436,150
409,623409,623

376,316376,316

469,312469,312

381,118381,118

381,118381,118398,933398,933
368,500368,500

432,252432,252

414,300414,300

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2022年度

2023年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

3/9 3/23 4/10 4/25 5/15 5/30 6/12 7/10 8/7 9/11 9/26 10/10 10/24 11/13 11/28 12/12 1/5 2/1 2/15

(600,804)(600,804) (579,543)(579,543) (477,675)(477,675) (522,500)(522,500) (415,841)(415,841) (442,287)(442,287) (397,100)(397,100) (364,447)(364,447) (503,877)(503,877)
(648,175)(648,175) (613,107)(613,107) (543,867)(543,867) (568,202)(568,202) (461,214)(461,214) (348,242)(348,242) (318,633)(318,633) (358,111)(358,111) (452,320)(452,320) (650,100)(650,100)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2023年度去勢

2023年度雌

2022年度去勢

2022年度雌

550,000

500,000

450,000

400,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/61/1012/511/810/39/68/17/56/65/104/53/14

（円）
大　　樹

750,000

850,000

679,451679,451

745,695745,695

792,832792,832

712,869712,869

667,071667,071
681,500681,500

593,120593,120
578,967578,967

472,511472,511
447,975447,975

563,847563,847

533,883533,883

586,124586,124

634,642634,642

638,890638,890

576,067576,067
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

12
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

11
月
号
の
応
募
者
は
11
名
で
、
全
員
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

11月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

フ ユ ジ タ ク
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
尾
田
）
村

　
瀬

　
亜
矢
子
さ
ん

（
豊
里
）
牧　

田　

陽　

子
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　

ア
イ
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

松
太
郎
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
日
向
花
さ
ん

（
東
和
）
戸
　
梶
　
　
　
徹
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

和　

夫
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

悠
さ
ん

（
中
島
）
半　

谷　

優　

花
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　

未　

森
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
冬
眠
す
る
も
の
も
多
い
大
型
の
哺
乳
類

③
謎
の
多
い
浮
世
絵
師
、
東
洲
斎

⑥
そ
の
月
の
一
番
最
初
の
日

⑦
寒
い
日
に
吐
く
と
白
く
見
え
る
こ
と
も

⑧
授
業
中
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
ね

⑨
ワ
カ
メ
の
根
元
に
近
い
部
分

⑪

予
報
に
よ
る
と
来
週
は
寒
い
ら
し
い

⑬
建
物
が
立
っ
て
い
な
い
宅
地

⑭

の
細
か
い
滑
ら
か
な
肌

⑮
年
越
し
に
付
き
も
の
の
麺
類

⑯
チ
ン
�
と
鳴
ら
す
と
人
が
来
ま
す

⑰
１
号
は
東
京
と
大
阪
を
、
２
号
は
大
阪
と

福
岡
を
結
び
ま
す

⑱
年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
は
「
辰
」
で
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ
ま
す

②
パ
パ
ー
、
マ
マ
ー
、
ど
こ
ー
？

③
欧
米
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
こ
の
鳥
の
丸

焼
き
が
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
す

④
大
好
き
な
歌
手
の

を
見
に
行
っ
た

⑤
レ
ン
コ
ン
は
根
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

実
は
こ
れ

⑩
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
る
貝

⑪
除
夜
の
鐘
を
突
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

⑫
水
や
砂
と
混
ぜ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
り
ま

す
⑬
サ
ハ
ラ
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
と
い
え
ば

⑭
刃
物
で
紙
を
加
工
し
て
描
き
ま
す

⑮
冬
の
京
都
市
は

冷
え
す
る
と
い
わ
れ

ま
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

鏡　町

さ く らさん (？歳)
三木 日向花さん (７歳 )

中　島

半谷 ゆう花さん (８歳 )

中　島

半谷 ゆう花さん (７歳 )

萠　和

とだ ゆずはさん (７歳 )


